
 
 
 
 
 
 

 

２０１８年８月２１日(火) 

第一三共ヘルスケア株式会社 
 

 

つらい症状によく効くかぜ薬「ルルアタック」シリーズから、朝夕１日２回服用タイプ 

「ルルアタック®ＴＲ」を新発売 
発売日：２０１８年８月２７日（月） 

 

 

第一三共ヘルスケア株式会社（本社：東京都中央区、社長：西井良樹）は、つらい症状によく効くかぜ薬「ルル     

アタック」シリーズから、１日２回服用タイプの「ルルアタックＴＲ」（ＯＴＣ医薬品：指定第２類医薬品）を    

２０１８年８月２７日（月）に新発売します。 

 

当社が実施した調査によると、１日２回服用タイプのかぜ薬の使用意向率は

６６％と、１日３回服用タイプ（３４％）を上回っており＊１、かぜ薬を購入す

る際には、効き目の高さ、速さだけでなく、長さも期待していることがわかり

ました＊２。こうしたニーズの背景には、女性の社会進出等により、働く人の割

合が増加していることが挙げられます。 

 

「ルルアタックＴＲ」は、抗炎症成分“イブプロフェン”が時間差で溶け出

す製剤技術を採用した、１日２回服用タイプのかぜ薬です。速溶性顆粒がすぐ

に溶け、遅溶性顆粒が後から溶けることにより、優れた効果が持続します。  

そのため、忙しい昼間に服用する必要がなく、飲み忘れも少なくなるので、  

しっかりとかぜの諸症状を緩和することができます。 

 

「ルルアタック」シリーズは、その時々のつらい症状に合わせて選べるかぜ薬として、“のどの痛み”に「ルル   

アタックＥＸ」、“発熱・さむけ”に「ルルアタックＦＸa」、“鼻水・鼻づまり”に「ルルアタックＮＸ」をライン     

アップしています。このたび、つらいかぜの１１症状＊３すべてに１日２回の服用で優れた効果を発揮する「ルル    

アタックＴＲ」を加え、つらいかぜの諸症状に悩む生活者の幅広いニーズに応えてまいります。 

 

「ルルアタック」症状別シリーズ 
 

 

 

 

 

 

 
 

＊１ ２０１４年 第一三共ヘルスケア調べ n=１,５６０（過去１年以内にＯＴＣ医薬品、医薬部外品を自身で購入した経験を持つ２０～６９歳の男女）   

＊２ ２０１４年 第一三共ヘルスケア調べ n=８６８（かぜ薬を過去１年以内に購入し使用した２０～６９歳の男女） 

＊３ のどの痛み、鼻水、鼻づまり、くしゃみ、せき、たん、発熱、悪寒、頭痛、関節の痛み、筋肉の痛み 
 

 
 
 
 

「ルルアタック EX」   「ルルアタック FXa」   「ルルアタック NX」 



 
 
 
 
 
 
 

製品概要 
 

製 品 名 「ルルアタック®ＴＲ」 

分 類 ＯＴＣ医薬品（指定第２類医薬品） 

包装・価格 
 ＜包装＞      ＜メーカー希望小売価格（税抜き）＞ 
１２カプセル         １,４００円 
２４カプセル         ２,０００円 

成分・分量 

本剤は橙色と白色のカプセルで、４カプセル中に次の成分を含有しています。 

成分 分量 はたらき 

イブプロフェン ４００ｍｇ 
炎症の痛みのもと【プロスタグランジン】にはたら

き、のどの痛み等をおさえ、熱を下げます。 

グリチルリチン酸   ２６ｍｇ のどや鼻の粘膜の炎症をしずめます。 

ヨウ化イソプロパミド  ５ｍｇ 鼻水の分泌を元からおさえます。 

d-クロルフェニラミンマレイン酸塩    ３．５ｍｇ 
かぜのアレルギー症状（鼻水、鼻づまり等）をおさ
えます。 

デキストロメトルファン臭化水素酸塩水和物    ４８ｍｇ せき中枢にはたらき、せきをしずめます。 

dl-メチルエフェドリン塩酸塩    ６０ｍｇ 気管支をひろげ、せきをしずめます。 

無水カフェイン    ７５ｍｇ 頭痛をやわらげます。 
 

効能・効果 
かぜの諸症状（のどの痛み、鼻水、鼻づまり、くしゃみ、せき、たん、発熱、悪寒、頭痛、関節の痛み、筋

肉の痛み）の緩和 

用法・用量 

次の量を水又はお湯で服用して下さい。 

年齢 １回量 １日服用回数 

成人（１５歳以上） ２カプセル 
２回 

朝夕食後なるべく３０分以内に服用して下さい。 

１５ 歳 未 満 服用しないで下さい。 
 

 
 
 

「ルル」ブランドサイト：www.lulu.jp 
（２０１８年８月２７日 リニューアルオープン） 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

〔 製品特長 〕 

◎のどの痛み、鼻水、せき、発熱をはじめとしたかぜの１１症状すべてに優れた効果を発揮します。 

◎抗炎症成分“イブプロフェン”が時間差で溶け出す製剤技術により、優れた効果が持続します。 

◎朝夕１日２回服用タイプなので、忙しい昼間に服用する必要がありません。 

 


